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展 示 の ご 案 内

平成25年度 冬季企画展

「昔のくらしと道具～箱・ハコ・はこ～」
2014年1月5日（日）～3月2日（日）

 次 回  企画展「八尾の鉄道」（2014. 3/6～4/29）

旧国鉄を中心に、八尾の鉄道の歴史に関する資料や写真パネルを展示します。

※休館日は P15 をご覧ください



― 3 ―

表紙写真

「旧家で JAZZ Ⅱ」

　2013 年 11 月 17 日（日）、古民家を舞台に JAZZ

のリズムと音楽が鳴り響くコンサート「旧家で JAZZ

Ⅱ」が開催された。当日の様子は本誌４・５ページに

掲載。（※写真は終演後のステージの風景）
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旧き
ゅ
う
か家
で
Ｊジ

ャ

ズ

Ａ
Ｚ
Ｚ 

Ⅱ

　

晩
秋
の
静
か
な
夜
、
旧
植
田
家
住
宅
の
主
屋
が
ジ
ャ

ズ
の
華
や
か
な
音
楽
に
包
ま
れ
た
。
昨
年
の
「
旧
家

で
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」
に
続
き
、
今
年
も
八
尾
市
在
住
の
ド

ラ
ム
奏
者
・
橋
田
正
和
さ
ん
を
通
じ
て
、「
コ
ン
サ
ー

ト 

八
尾
の
音
楽
家　

旧
家
で
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ⅱ
」
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
〝
井
渕
美
保
オ
ル
ガ
ン
ト
リ
オ
〟

の
皆
さ
ん
と
ゲ
ス
ト
ボ
ー
カ
ル
の
美
登
恵
津
子
さ
ん

に
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

外
は
大
雨
。
開
場
直
前
に
突
如
降
り
始
め
た
雨
に

入
場
者
は
急
ぎ
足
で
会
場
に
向
か
っ
た
。
そ
ん
な
鬱

そ
う
と
し
た
気
分
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
、
一
曲
目

の
「
ハ
ウ
・
ハ
イ
・
ザ
・
ム
ー
ン
」
が
演
奏
さ
れ
た
。

こ
の
曲
は
昨
年
も
始
め
に
演
奏
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し

い
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
爽

や
か
な
オ
ル
ガ
ン
の
音

色
が
届
け
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
今
回
使
用
さ

れ
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
に

つ
い
て
井
渕
さ
ん
か
ら

解
説
が
あ
っ
た
。
オ
ル

ガ
ン
に
な
じ
み
の
あ
る

井渕美保（オルガン）

ロイヤン尾茂（ギター）

美登恵津子（ボーカル）

橋田正和（ドラムス）

旧家で

JAZZⅡ
ジャズ

きゅうか

コンサート
八尾の音楽家
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人
に
は
お
な
じ
み
の
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
だ
が
、
一

見
す
る
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
が
製
造

発
売
す
る
電
子
オ
ル
ガ
ン
）
に
似
て
い
る
。
大
き
く
違

う
の
は
、
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
に
は
ひ
と
つ
の
音
色

し
か
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
ゆ
え
演
奏
者
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
表
現
は
ド
ロ
ー
バ
ー
と
呼
ば

れ
る
装
置
の
使
い
方
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の
切
り
替
え
、

ま
た
は
足
元
の
ペ
ダ
ル
（
足
鍵
盤
）
に
よ
っ
て
大
き

く
変
化
す
る
。

　

さ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
曲
目
の

「
オ
ー
ル
・
ザ
・
シ
ン
グ
ス
・
ユ
ー
・
ア
ー
」

が
、
ロ
イ
ヤ
ン
さ
ん
の
甘
い
ギ
タ
ー
ソ

ロ
で
始
ま
っ
た
。
そ
こ
へ
ド
ラ
ム
と
オ

ル
ガ
ン
が
徐
々
に
と
け
込
ん
で
い
く
と
、

曲
は
勢
い
を
増
し
て
い
っ
た
。
そ
の
勢

い
の
ま
ま
、
次
の
「
オ
ー
タ
ム
・
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
に
入
る
と
、
雰
囲
気

は
が
ら
り
と
変
わ
り
、
秋
ら
し
い
静
け

さ
と
大
人
の
ム
ー
ド
漂
う
音
楽
が
広
が
っ
た
。

　

四
曲
目
の「
ブ
ル
ー
ゼ
ッ
ト
」は
、「
ハ
ー
モ
ニ
カ
で

有
名
な
ト
ゥ
ー
ツ
・
シ
ー
ル
マ
ン
ス
（
一
九
二
二
～
）

の
作
曲
し
た
曲
で
、
美
し
い
三
拍
子
の
曲
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
井
渕
さ
ん
が
説
明
。
曲
が
始
ま
る
と
、

優
し
い
音
楽
に
癒
さ
れ
る
思
い
が
し
、
ど
こ
か
聴
き

馴
染
み
の
あ
る
旋
律
は
古
い
旧
家
の
佇
ま
い
と
マ
ッ

チ
し
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
分
に
も
さ
せ
た
。

　

こ
こ
で
、
メ
ン
バ
ー
紹
介
が
入
り
、
次
の
三
曲
に

参
加
す
る
ボ
ー
カ
ル
の
美
登
さ
ん
が
呼
び
込
ま
れ
た
。

「
チ
ー
ク
・
ト
ゥ
・
チ
ー
ク
（
ほ
ほ
を
寄
せ
合
っ
て
）」、

「
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
」、「
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
」

と
、
有
名
な
曲
の
解
説
に
「
う
ん
、
う
ん
」
と
う
な

ず
く
会
場
。
美
登
さ
ん
の
登
場
で
ス
テ
ー
ジ
は
一
段

と
華
や
か
に
な
っ
た
。
ま
た
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
や
映
画
の
テ
ー
マ
曲
、
そ
し
て
Ｃ
Ｍ
で
も
よ
く
耳

に
す
る
曲
と
あ
り
、
お
客
さ
ん
も
大
喜
び

で
、
大
き
な
拍
手
も
起
こ
っ
た
。
ど
の
曲

も
ボ
ー
カ
ル
が
映
え
る
も
の
ば
か
り
で
、

旧
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
は
意
外
な

空
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
っ
と
り
し
た
曲
の
あ
と
は
、
ド
派
手

な
「
サ
ニ
ー
」
を
演
奏
。
鋭
さ
も
あ
り
、

最
後
の
「
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
ト
・
ザ
・
チ
キ

ン
・
シ
ャ
ッ
ク
」
に
向
け
て
準
備
は
万

端
と
い
っ
た
様
子
。
あ
っ
と
い
う
間
に
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
迎
え
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
を
演
奏
し
終
え
る
頃
に

は
、
降
り
出
し
た
外
の
雨

は
す
っ
か
り
と
上
が
っ
て

い
た
。
思
わ
ず
時
間
を
忘

れ
た
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

（
旧
植
田
家
住
宅  

安
藤 

亮
）

多くのお客さんで盛り上がる会場

足鍵盤とハモンドオルガン

コンサートの終演後
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開
館
五
周
年
記
念
展
示
（
後
期
）

「
植
田
家
を
語
る
も
の
た
ち
～
書
画
編
～
」

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
日
（
土
）
～
十
二
月
二
十
五

日
（
水
）
ま
で
の
期
間
、
安
中
新
田
会
所
跡 

旧
植
田
家

住
宅
の
展
示
室
で
は
、
開
館
五
周
念
記
念
展
・
後
期
「
植

田
家
を
語
る
も
の
た
ち
～
書
画
編
～
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
前
期
展
の
「
植
田
さ
ん
家
の
名
品
・
お
宝
～
工

芸
品
編
～
」（『
植
田
家
だ
よ
り 

十
七
号
』
で
紹
介
）
と
同

じ
く
、
後
期
で
は
植
田
家
に
伝
わ
る
掛
軸
や
屏
風
、
画

帖
な
ど
書
画
類
の
優
品
・
名
品
・
珍
品
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。
中
で
も
今
回
初
登
場
の
全
長
十
六
メ
ー
ト
ル

の
《
日
光
東
照
宮
祭
礼
図
巻
》
や
、
全
一
四
七
点
の
作

品
が
ず
ら
り
と
貼
り
交
ぜ
ら
れ
た
六
曲
一
双
の
屏
風
は

見
応
え
た
っ
ぷ
り
で
し
た
。

　
《
日
光
東
照
宮
図
祭
礼
図
巻
》
は
、現
在
も
日
光
市
（
栃

木
県
）
で
毎
年
春
と
秋
に
行
な
わ
れ
て
い
る
渡と

ぎ
ょ
さ
い

御
祭
「
百

物
揃
千
人
武
者
行
列
」（
※
）
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、

人
物
の
表
情
や
動
き
が
一
人
ず
つ
繊
細
か
つ
コ
ミ
カ
ル

に
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
の
行
列
の
通

り
に
鎧
武
者
な
ど
多
種
多
数
の
お
供
が
ず
ら
り
と
描
か

れ
、
そ
の
描
写
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
思
わ
ず
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
展
示
室
で
は
、
残
念
な
が
ら

展
示
ケ
ー
ス
の
都
合
で
全
体
の
約
二
割
程
度
の
部
分
し

か
開
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
残
り
の
部
分
は
パ
ネ

ル
で
展
示
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
六
曲
一
双
の
《
貼は

り
ま
ぜ
び
ょ
う
ぶ

交
屏
風
》
で
す
が
、
こ
ち

ら
も
残
念
な
が
ら
一
双
を
同
時
に
展
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
見
応
え
充
分

の
屏
風
は
、
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て

活
躍
し
た
書
画
家
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
右う

せ
き隻

で
は

七
十
八
点
、
左さ

せ
き隻

で
は
六
十
九
点
も
の
作
品
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
と
く
に
左
隻
の
屏
風
に
は
、
大
坂
画

壇
に
連
な
る
画
家
の
作
品
を
は
じ
め
、
大
塩
平
八
郎
の

書
や
八
尾
に
縁

ゆ
か
り

の
あ
る
人
物
・
伴と

も
ば
や
し
み
つ
ひ
ら

林
光
平
の
短
冊
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ン
の
方
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
こ
う
し
た
品
々
を
、
い
つ
ど
の

よ
う
に
蒐
集
し
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
代
々
伝

え
て
の
こ
し
た
植
田
家
の
気
質
や
美
の
感
覚
に
む
し
ろ

関
心
が
高
ま
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
他
に
、
複
数
の
書
画
家
が
集
ま
っ
て
描
い

た
と
さ
れ
る
「
寄よ

り
あ
い合
書
き
」
の
掛
軸
と
画
帖
や
、
中
村

不ふ
せ
つ折

（
夏
目
漱
石『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』の
挿
絵
画
家
と
し

て
有
名
）
の
掛
軸
、
長
崎
出
身
の
画
家
・
片か

た
や
ま
よ
う
こ
く

山
楊
谷
の

《
蘭ら

ん
て
い
き
ょ
く
す
い
ず

亭
曲
水
図
》
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
旧
植

田
家
住
宅
の
座
敷
で
も
、
伴
林
光
平
関
連
の
掛
軸
を
飾

る
な
ど
、
ま
さ
に
、
植
田
家
住
宅
の
開
館
五
周
年
を
記

念
す
る
豪
華
な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
開
館
十

周
年
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
（
旧
植
田
家
住
宅 

学
芸
員 

安
藤
亮
）

なが～い《日光東照宮祭礼図巻》《祭礼図巻》の全図をパネルで展示植田家にのこる書画類の名品たち

八尾の隠れた偉人・伴林光平の短冊11月にはギャラリートークも開催見応え充分！《貼交屏風》（左隻）

※百物揃千人武者行列……徳川家康公の神霊を駿
す ん ぷ く の う ざ ん

府久能山から日光へ改葬した当時の行列を再現したもの
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「『
修
理
』
と
『
修
復
』
の
違
い
は
？
」、「
紙
資

料
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？
」、「
資
料
の
取

り
扱
い
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」
な
ど
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
疑
問
を
解
決
す
べ
く
、
紙
資
料
の
修
復

等
を
専
門
に
行
な
う
「
工
房
レ
ス
ト
ア
」（
大
阪

市
大
正
区
）
の
平
田
正
和
氏
に
、
紙
資
料
の
保
存

と
修
復
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
普
段
資
料
を
扱
う
専
門
家
だ
け
で

な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
資
料
の
正
し
い

知
識
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
狙
い

で
、
は
じ
め
に
資
料
が
な
ぜ
傷
む
の
か
に
つ
い
て

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
経
年
劣
化
や
害
虫
に
よ
る

被
害
も
あ
り
ま
す
が
「
一
番
の
原
因
は
人
間
に
よ

る
影
響
で
す
」
と
平
田
氏
。
劣
悪
な
環
境
で
保
管
・

使
用
さ
れ
て
い
た
り
、
適
当
な
修
理
を
し
た
も
の
、

さ
ら
に
は
コ
ロ
コ
ロ
（
掃
除
用
の
粘
着
ク
リ
ー

ナ
ー
）
で
掃
除
を
し
て
は
が
れ
た
紙
資
料
も
あ
っ

た
と
い
う
実
際
の
話
を
も
と
に
、
一
般
の
資
料
の

扱
い
方
の
現
状
を
聞
き
、
驚
き
で
し
た
。

　

修
理
は
資
料
が
使
え
る
状
態
に
な
れ
ば
い
い
の

に
対
し
て
、
修
復
は
で
き
る
だ
け
元
の
状
態
に
戻

す
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
修
復
さ
れ
た

資
料
を
例
に
、
種
類
別
に
ス
ラ
イ
ド
で
丁
寧
に
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
く
に
今
回
は
、
旧

植
田
家
住
宅
で
依
頼
し
た
掛
軸
の
修
復
も
例
に
挙

げ
て
頂
き
、
資
料
は
実
際
に
展
示
（
開
館
五
周
年

記
念
展
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

修
復
は
「
最
終
手
段
」
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
う

な
る
前
に
ま
ず
正
し
い
知
識
を
。

さ
ら
に
、
単
に
文
化
財
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
持
つ

「
文
化
資
料
」
を
大
切
に
守
り
、

伝
え
て
い
く
心
を
本
講
座
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
ま
た
こ
う
し
た
資
料
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
講
座
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

2013年

11月4日（月）
講師：平田 正和 氏

（株式会社 工房レストア 代表取締役）

修復の方法や現状について解説する平田氏

修復後の掛軸 修復前の掛軸
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⑨波牟許曽 ( ハムコソ ) 神社
江戸時代は広い敷地をもった
大社であったと考えられま
す。大正元年、長瀬神社に合祀
されましたが、その後も当地
で 地 元 氏 子 に よ り 祀 ら れ、
大正 3 年に祭祀を存続するこ
ととなりました。

⑬永和・荒川共同墓地
旧大和川の西側の堤跡。長瀬川から西方向
に撮影。道の遠方に見えているのが墓地。

⑫両岸の堤跡段差（写真左：西方向、同右：東方向）
旧大和川の両岸の位置が確認できます。西岸は近くに見えますが、東岸は、
はるか遠方に見えます。両岸の距離は、約 750m あります。

⑮樟蔭学園・田辺聖子文学館
小説家 田辺聖子は、この学校の国文
科卒業 (1947 年 ) で、2007 年に自筆
原稿や著書などを収蔵する文学館が
開館しました。

⑦吉松新田会所跡碑
現在小学校のある場所に、昭和 51 年
まで吉松新田会所の建物などがあり
ました。吉松新田 ( 約 16ha) の会所
の建物には、長屋門、主屋、土蔵、
茶屋のほか、生駒山を借景にした池
と築山がありました。

⑭延命寺
延命寺は、寛文 2 年 (1662) に石清水八幡宮のそば
にできたお堂が始まりとされます。大正 13 年より
この地にあり、阿弥陀如来立像と地蔵菩薩坐像は、
大阪府の指定文化財 ( 彫刻）になっています。

⑩西岸堤跡段差
旧大和川の西岸の段差がのこり、
その段差沿いに道路があります。
その道路から長瀬川をのぞむと旧
大和川の天井川の様子がよくわか
ります。

⑪帝国キネマ長瀬撮影場跡（写真左）と樟徳館（同右）
長瀬撮影場は、帝国キネマ演芸株式会社により昭和 3 年（1928）5 月に建
てられ、当初の敷地は 5000 坪、かまぼこ型のスタジオ 2 棟 と二階建て
の建物があり、『東洋のハリウッド』といわるほど立派なものでした。
昭和 5 年に上映された「何が彼女をそうさせたか」が大ヒット。昭和 5 年

（1930）9 月 30 日に焼失し、京都太秦に撮影所が移されました。
樟徳館は帝国キネマ長瀬撮影所跡に、樟蔭学園の初代理事長・森平蔵氏の
私邸として昭和 14 年に建てられました｡もと材木商であった森氏は､銘木
を使い書院造り系統の主屋のほか諸建物と洋式接客棟を造り､平成 12 年
には国の登録文化財になっています。

⑧長瀬墓地
行基菩薩がつくったといわれる河内
七墓 ( 長瀬、岩田、額田、植松、恩智、垣内、
神立）の一つです。長瀬墓地は、旧長瀬村
全域と旧布施村のうち岸田堂、太平寺、
三の瀬の共同墓地でしたが、今は市営
墓地として利用されています。墓地内
には鎌倉時代の阿弥陀如来座像があり、
市の文化財に指定されています。

⑤金岡公園
公園の北東から南西がほぼ旧大和川
の東岸から西岸にあたり、大和川の
広さがよくわかります。野球場や大
人向け（？）のめずらしい遊具など
もあります。

⑥長瀬神社
旧大和川西岸の堤にあたる場所
に大正元年（1912）に創建された
神社です。明治 22 年に 6 つの村
が合併し長瀬村が誕生、明治 39
年に８つの神社が合祀されま し
た 。参道は南、北、西に開かれ、
両方の参道にも立派な鳥居が
あり、境内には多くの石造物が
配置されています。
東大阪市最古と思われる灯籠
一基が本殿南の中庭にあり、境内
には寛政5年(1793)の“珍しい”
狛犬（獅子）もあります。
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ま ち あ る き イ ベ ン ト

旧大和川を歩く
～ぶらり長瀬川編 Part 2 ～

　宝永元年（1704）の大和川付け替えによって新田

開発された旧川筋には、歴史ある史跡や名勝、名所が

たくさん残されています。まちあるきでは、古いもの

から新しいものまで魅力あるスポットを発掘します。

長瀬川

②佐堂墓地と佐堂生が塚(佐堂狐山)碑
佐堂墓地は、旧大和川の東岸堤辺り
に位置し周辺より小高くなっていま
す。かつて佐堂の杵築神社後方東側に
あった佐堂生が塚 ( 佐堂狐山 ) の碑が、
この場所に移されています。

③西岸堤跡段差
金岡商店街の西端に旧大和川西岸の
堤跡の段差が南北にみられます。

④友井墓地
旧大和川の東岸堤の辺り
に位置し、東側の道路と墓
地との地面の高さ（段差）
が２ｍ位あり、当時の堤防
の高さがよくわかります。

①大阪中央環状線 (府道2号）
堺市堺区より池田市まで繋がる
52km の道路。昭和 45 年（1970）
日本万国博覧会（大阪万博）に
あわせて整備されました。

近鉄
久宝寺口駅

近鉄弥刀駅

近鉄長瀬駅
長瀬墓地

波牟許曽神社

西岸堤跡段差

延命寺

近鉄永和駅

近鉄
河内小阪駅

樟蔭学園・
田辺聖子文学館

両岸堤跡段差

永和・荒川
共同墓地

帝国キネマ
長瀬撮影所跡・
樟徳館

友井墓地

長瀬神社

吉松新田
会所跡碑

金岡公園
金岡新田

大阪中央環状線

西岸
堤跡段差

佐堂墓地・
佐堂狐山碑

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

～ぶらり長瀬川編 Part 3 ～

菱
屋
西
新
田

吉
松
新
田

金
岡
新
田

三津村新田

    「旧大和川を歩く～ぶらり長瀬川編～」は今回でPart3となりました。

旧大和川（長瀬川）沿いを八尾市の端からこれまで数回に分けて北へ

歩き、ついに東大阪までやってきました。

　2013 年 11 月 30 日（土）、朝 9 時に近鉄「久宝寺口」駅に集合、

そこから近鉄「河内小阪」駅を目指します。当日の参加者は 13 名。

最年少はなんと 5 才の女の子でした。今回は、三津村新田をはじめ

金岡新田、吉松新田、菱屋西新田の 4 つの新田をまたぎ、これまで

と同様に旧川筋の堤跡を見つけながら歩きました。途中、古い墓地

や神社、すこし昔の名所から新しい公園などにも立ち寄り、15 ヵ所

のスポットをめぐることができました。今回はとくに各所の時代や

景観などがバラエティに富み、とくに天井川（旧大和川）の堤の高さ

がわかる墓地や数多く残る神社などは、その地理や歴史または地域を

知ることでたくさんの驚きと発見がありました。

　正午には目的地に到着し、その後二つの駅に分かれて解散しました。

次回、まちあるきのコースは未定ですが、春の開催を予定しています。

「ぶらりまちあるき」にぜひ一度ご参加ください。
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今
回
は
旧
植
田
家
住
宅
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
、
緑

色
が
鮮
や
か
な
《
三
彩
仙
人
虎
図
皿
》
を
紹
介
す
る
。

こ
の
皿
は
、讃さ

ぬ
き岐
国
の
志し

ど度
（
現
・
香
川
県
さ
ぬ
き
市
）

で
つ
く
ら
れ
た
「
源
内
焼
」
と
呼
ば
れ
る
や
き
も
の

で
あ
る
。

　

源
内
焼
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
※
本
草
学
者
・
科

学
者
・
戯
作
者
な
ど
多
彩
な
活
躍
を
し
、
エ
レ
キ

テ
ル（
摩
擦
起
電
器
）
を
発
明
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
平ひ

ら
が
げ
ん
な
い

賀
源
内
の
名
前
に
由
来
し
、
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）、源
内
の
指
導
に
よ
っ
て
出
身
地
の

讃
岐
国
志
度
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
源
内
焼
の
特

徴
は
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
①
緑
・
茶
・
黄
色
な
ど
の
釉ゆ

う
や
く薬

（
三
彩
）
を
か
け
、

　
　
低
い
温
度
で
焼
い
た
軟
ら
か
い
陶
器
で
あ
る
。

　
②
精
巧
な
型
を
用
い
て
器
の
形
や
浮
き
彫
り
の
文
様

　
　
を
施
し
て
い
る
。

　
③
文
様
の
デ
ザ
イ
ン
に
大
陸
地
図
や
日
本
地
図
、

　
　
ま
た
は
七
賢
人
・
唐
子
な
ど
中
国
的
な
題
材
を

　
　
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

今
回
の
《
三
彩
仙
人
虎
図
皿
》
も
、
こ
れ
ら
源
内

焼
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
皿
は

直
径
二
十
五
㎝
で
、
緑
を
基
調
と
し
た
鮮
や
か
な
色

の
釉
薬
が
か
け
ら
れ
、
輪り

ん
か
が
た

花
形
を
し
た
口
縁
部
に
は
、

渦
巻
き
や
唐
草
文
様
な
ど
が
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
中
央
に
は
躍
動
感
の
あ
る
虎
と
そ
こ
に
も
た
れ
か

旧植田家住宅  学芸員
谷口 弘美

研 究
のーと

Investigation
Note

ファイル 7

「源内焼」
げ ん な い や き

か
る
仙
人
、
傍
ら
に
は
岩
か
ら
生
え
る
実
の
つ
い
た

植
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
の
伝
承
に
登

場
す
る
仙
人「
董と

う
ほ
う奉

」
の
故
事
を
題
材
に
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
董
奉
は
多
く
の
人
び
と
の
病
を
治

し
、
治
療
代
の
代
わ
り
に
杏
の
木
を
植
え
て
も
ら
っ

た
。
す
る
と
数
年
で
杏
の
林
に
な
り
、
こ
れ
を
虎
に

守
ら
せ
た
と
い
う
。
名
医
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

る
「
杏き

ょ
う
り
ん林
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
故
事
に
ち
な
ん

で
い
る
。

　

植
田
家
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
皿
を
入
手

し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
植
田
家
に
現
存

す
る
源
内
焼
も
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。
当
時
、
源

内
焼
は
京
都
や
大
坂
な
ど
に
広
く
流
通
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、
源
内
焼
の
作
品
自
体
が
現
存
し
て
い
る
こ

と
は
少
な
い
そ
う
だ
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
源
内
焼

は
器
の
形
や
文
様
が
型
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、

植
田
家
の
《
三
彩
仙
人
虎
図
皿
》
と
同
じ
よ
う
な
作

品
が
、
今
も
ど
こ
か
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

※
本
草
学　

　
　

古
く
は
中
国
で
薬
や
植
物
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
っ
た
が
、

　

日
本
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
に
広
く
普
及
し
、
動
物
、
鉱
物
、

　

博
物
学
的
な
学
問
へ
発
展
し
た
。

参考文献：『源内焼－平賀源内のまなざし』 平成15年10月24日発行、五島美術館

裏側

緑色が鮮やかな《三彩仙人虎図皿》（源内焼）
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11
月
28
日
（
木
）、
旧
植
田
家
住
宅
の
座
敷
で
は

限
定
20
名
の
「
食
事
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
食
事
会
は
、旧
植
田
家
住
宅
の
畑
で
栽
培
し
た
「
な

に
わ
の
伝
統
野
菜
」
を
使
っ
た
お
料
理
を
、
植
田
家

に
代
々
伝
わ
る
食
器
で
い
た
だ
く
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
今

年
で
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
人
気
の
企
画
と
も
あ

り
、
今
回
は
な
ん
と
！
申
し
込
み
開
始
10
分
で
受
付

締
め
切
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
真
冬
並
み
の
と
て
も
寒
い
日
と
な
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
当
施
設
学
芸
員
に
よ
る
建
物
見
学

会
と
、
展
示
室
で
開
催
中
の
5
周
年
記
念
展
示
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
夜
間
の
植
田
家
住
宅
や
展
示
品
に
興

味
津
津
の
様
子
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
ま
ち
か
ね
の
食
事
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
お
料
理
は
、
毎
年
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

地
元
八
尾
で
も
評
判
の
お
店
「
創
菜
庵
ひ
ろ
な
お
」

さ
ん
に
ご
用
意
頂
き
ま
し
た
。
今
回
も
植
田
家
の
畑

で
収
穫
さ
れ
た
田
辺
大
根
や
勝
間
南
瓜
を
は
じ
め
、

ぶ
り
や
ふ
ぐ
と
い
っ
た
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
料
理

も
並
べ
ら
れ
、
お
造
り
に
焼
き
物
、
煮
物
な
ど
、
ど

れ
も
ほ
ん
と
う
に
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
お
料
理
の
盛
り
付
け
に
は
、
植
田
家
に

伝
わ
る
江
戸
～
明
治
期
の
食
器
が
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
か
つ
て
安
中
新
田
会
所
の
支
配
人
を
務
め
、
様

ざ
ま
な
人
た
ち
が
よ
く
訪
れ
た
植
田
家
に
は
、
日

用
や
来
客
用
の
ほ
か
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
諸
行
事
で

用
い
ら
れ
た
数
物
の
食
器
が
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
見
た
目
が
華
や
か
な
食

器
を
用
意
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
手
づ
く
り
で
、
文
様

も
手
描
き
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
文
様
の
食

器
で
も
一
つ
一
つ
に
微
妙
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
参

加
者
の
方
が
た
は
、
お
い
し
い
料
理
を
楽
し
ん
だ
後
、

食
器
を
手
に
と
っ
て
じ
っ
く
り
と
眺
め
た
り
、
隣
の

人
と
見
比
べ
な
が
ら
愉
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
「
昔
を
思
い
出
し
た
」、「
と

て
も
お
い
し
い
お
料
理
だ
っ
た
し
、
雰
囲
気
も
よ

か
っ
た
」、「
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変
満
足
さ
れ
て
い
る
様
子
で

し
た
。

　

詳
細
は
未
定
で
す
が
、
次
年
度
も
食
事
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次
回
も
み
な
さ
ん
に
愉
し
ん

で
い
た
だ
け
る
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
が
で
き

る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
旧
植
田
家
住
宅　

ス
タ
ッ
フ
）

歴史、建物、料理、食器、、、

総
す べ

てを愉
た の

しむ！
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虫（
特
に
蝉
）が
大
嫌
い
な

割
り
に
、
畑
を
担
当
し
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
の
伊
藤
で
す
。

拙
い
文
章
で
、
こ
の
栽
培
日

記
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、

早
や
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
冬
の
恒
例
「
田
辺
大

根
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
出
陳
も

同
じ
く
五
回
目
。

ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
! !

　

こ
の
度
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
よ
う
や
く
念
願
叶

い
、
昨
年
末
の
田
辺
大
根
フ
ェ
ス
タ
で
、
欲
し
く

て
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
最
高
賞
「
こ
れ
ぞ

田
辺
大
根
de
賞
」
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
さ
ま
・
仏
さ
ま
・
納
豆
さ
ま
、
そ
し
て
色
々
と

ご
指
導
頂
い
た
皆
さ
ま
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
サ
イ
ズ
が
大
き
す
ぎ
た
り
、
ま
た
小

さ
か
っ
た
り
、
葉
っ
ぱ
が
茂
り
す
ぎ
た
り
、
形
が

ブ
サ
イ
ク
だ
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

育
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
く
や
し
い
想
い
も
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
何
と
か
納
得
の
で
き
る
も
の

No.19

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
何
だ
か
、
引
退
の
ご
挨
拶
み
た
い
に

な
り
ま
し
た
が
、
断
じ
て
わ
た
く
し
、
辞
め
る
訳

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
（
笑
）。「
祝
・
最
高
賞
」
と

い
う
わ
け
で
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、
こ
の
五

年
間
に
わ
た
る
「
こ
れ
ぞ
田
辺
大
根
de
賞
ま
で
の

道
の
り
」
を
写
真
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

５
度
目
の
正
直
!

2009年

2012年 2011年

2010年

2013年

これぞ田辺大根de賞

でっかいde賞

でっかいde賞

葉ぶりがいいde賞

葉ぶりがいいde賞

栽培日記
No.11

栽培日記
No.15

栽培日記
No.7

栽培日記
No.3

2
度
目
の

2
度
目
の

驚異の納豆パワー！
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◇
毎
年
恒
例
！
お
も
ち
つ
き
大
会

　

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
は
過
ぎ
、
今
年
も
年

末
恒
例
の
「
お
も
ち
つ
き
大
会
」
が
、
十
二
月

二
十
一
日
（
土
）、
旧
植
田
家
住
宅
で
催
さ
れ
た
。

毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
こ
の
行
事
だ
が
、

今
年
は
ま
た
昨
年
以
上
の
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

　

今
回
は
、
前
回
と
違
っ
て
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
親
子
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め

か
、
お
も
ち
を
つ
く
こ
と
よ
り
も
、
昔
な
が
ら
の

そ
の
風
景
を
見
て
楽
し
む
人
が
多
か
っ
た
と
い
う

印
象
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
と
一
緒
に
お

も
ち
を
つ
く
お
母
さ
ん
や
、
子
ど
も
そ
っ
ち
の
け

で
も
ち
つ
き
を
楽
し
む
お
父
さ
ん
の
姿
も
あ
っ

た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共
同
）
の
場
と
し

て
一
役
買
っ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
こ
う

し
た
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
交
流
）
の

場
と
し
て
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
え
ば
、
例
年
お
手

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
ま
た
各
地
か
ら
足
を
運
ん

で
き
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
な
ど
、
実
に
多
く
の

人
た
ち
の
支
え
に
よ
っ
て
こ
の
行
事
は
成
り
立
っ

て
い
る
。
お
も
ち
つ
き
の
お
も
ち
の
よ
う
に
、
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
も
ち
米
が
、
じ
っ
く
り
と
蒸
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
も

ち
と
な
っ
て
い
き
、
や
が
て
強
固
な
も
の
と
な
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
お
も
ち
つ
き
か
ら
得
ら
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
が
、
や
は
り
食
べ

る
お
も
ち
は
か
た
い
よ
り
や
わ
ら
か
い
に
限
る
。

   「おもちつきで、
　　　　コミュニティの絆を強固に」

親子で！

こどもたちと！地域の

　　人たちと！

よいしょーーーッ！

第
十
三
回
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慶
長
遣
欧
使
節
出
帆
四
百
年
記
念
事
業
と
し

て
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
に
上
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ

「
遠
い
帆
」は
、一
九
九
〇（
平
成
二
）年
に
山や

ま
だ
こ
う
さ
く

田
耕
筰

が
生
前
、
哲
学
者
・
阿
部
次
郎
に
、
支は

せ
く
ら
つ
ね
な
が

倉
常
長
を

題
材
に
し
た
オ
ペ
ラ
構
想
を
記
し
た
手
紙
を
送
っ

て
い
た
と
い
う
報
道
を
端
緒
に
し
て
、
仙
台
市
が

制
作
に
着
手
し
た
も
の
だ
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
の
事
情
は
、
先
に
も
紹
介
し
た
山
田

耕
筰
と
今
東
光
と
の
対
談
誌
上
で
、
明
ら
か
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　

 

今      

先
生
は
ド
イ
ツ
へ
い
ら
し
た
時
、
阿
部
次

　

郎
さ
ん
に
会
っ
た
ん
で
す
か
。

　

山
田  

そ
の
頃
、ベ
ル
リ
ン
に「
文
教
会
」と
い
う

　

会
が
あ
っ
て
、
ぼ
く
も
入
っ
た
ん
で
す
よ
。日
に

　

一
ぺ
ん
く
ら
い
、
み
ん
な
会
う
。
面
白
い
の
は

　

そ
の
時
阿
部
さ
ん
に
、「
山
田
さ
ん
に
、
オ
ペ
ラ

　

の
い
い
材
料
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
云
わ
れ
た
ん

落
穂
拾
い

　

 -

今
東
光
の
薫
風- 

（十
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　

で
す
。ち
ょ
う
ど
ぼ
く
は
オ
ペ
ラ
を
書
い
て
い
た

　

時
分
な
の
で
「
な
ん
で
す
」と
聞
く
と
、『
支は

せ
く
ら倉

』

　

書
け
と
い
う
。
僕
が
二
十
三
の
時
で
す
か
ら
、

　

ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
の
こ
と
で
す
ね
。そ
の『
支
倉
』

　

を
こ
ん
ど
あ
な
た
が
書
か
れ
る
ん
で
す
っ
て
ね
。

　

今　

  

先
生
と
『
支
倉
』
や
り
た
い
と
い
う
お
話

　

し
た
の
は
、
も
う
三
十
年
く
ら
い
前
で
す
ね
。

　

ぼ
く
の
三
十
年
ほ
ど
前
か
ら
の
お
約
束
な
ん
で
す

　

ね
。私
自
身
も
、や
っ
ぱ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
に

　

い
た
だ
け
に
、非
常
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
二
人
は
関
西
学
院
の
先
輩
・
後
輩
と
い

う
間
柄
で
、
東
光
は
在
学
時
代
よ
り
山
田
耕
筰
の

名
前
を
聞
き
及
ん
で
い
て
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入

部
し
、
西
洋
音
楽
や
讃
美
歌
に
深
く
親
し
ん
で
い

た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
光
の
生
涯
の
友
の
ひ
と
り
で
あ
る
画

家
の
東と

う
ご
う
せ
い
じ

郷
青
児
の
証
言
と
し
て
、『
東
光
金
蘭
帖
』

コ
ラ
ム

に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
　

 

僕
が
絵
描
き
に
な
っ
た
の
は
山
田
耕
筰
さ
ん

　

の
す
す
め
に
従
っ
た
ん
だ
。
実
は
そ
れ
ま
で
は

　

僕
は
音
楽
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
。

　

と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
た
山
田
さ
ん
は
、

　

君
は
音
楽
の
才
能
よ
り
画
家
に
適
し
て
い
る
と

　

言
わ
れ
た
ん
だ
。

　

東
光
は
、
東
郷
が
描
く
絵
を
見
て
、
画
家
を
あ

き
ら
め
、
小
説
家
を
志
し
、
三
十
数
年
を
経
て
約

束
の
作
品
「
は
ぜ
く
ら
」
を
上
梓
し
た
の
で
し
た
。

　

東
光
の
「
は
ぜ
く
ら
」
は
オ
ペ
ラ
に
は
結
実
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
田
耕
筰
、
今
東
光
、
東
郷

青
児
の
青
春
時
代
の
奇
縁
に
思
い
を
重
ね
な
が

ら
、
慶
長
遣
欧
使
節
四
百
年
と
い
う
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
人
の
世
の
不
思
議
を
感
じ
ま
す
。

1959（昭和34）年
中央公論社発行
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